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水草の生態学はいかにあるべきか

水草の生態学の魅力は、なんといっても水環境に適応 

した植物がもっている形態と機能を扱うことにあるので 

しょう。ここでいう水草とは水生植物のことで、いまあ 

らためて定義しようというのではありません。あくま 

でも水界生態系の研究で必要となる生物的要素の一つと 

して、維管束植物、水生シダ植物、水生蘚苔植物や車軸 

藻植物をさし、顕微鏡的な大きさの植物プランクトンを 

含めません。 くどいようですが、植物分類学や系統学の 

立場から定義づけられたものではないのです。ニ・類以 

上の水草が、たとえ分類•系統学的に離れた位置にある植 

物であっても、それらは同じ生活空間で生育し、生活し 

ている場の生態系に対しては類似した役割をはたし、植 

物の形態は互いに類似している部分が多いのです。

水草には、多かれ少なかれ異形葉、気中葉と沈水葉の 

分化、陸 （生）形などがみられます。これらが古くから 

の研究の対象とされてきたことはGluck, H . (1905, 

1 9 0 6 ,1 9 1 1 ,1924), Gessner, F . (1955,1959), 

Sculthorpe, C. D . (1967)や Hutchinson, G. E. 

(1975)などの教科書を見ればわかります。水草の適応生 

態学は自然誌から現代生態学まで、その内容をふかめな 

がら発展を続 け 、得られた情報は進化学の理論に重要な 

役割をはたすことになるでしょう。

私が水草を扱うようになった動機の一つに次のよう 

なことデあります。大学生時代に吉良竜夫先生（現 在 ： 

滋賀県i 琶湖研究所所長）から陸上植物を用いた個体群 

密度実験のテーマをいただきました。このときに水を上 

手に与えて植物を育てる難しさを、いやというほど味わ 

いました。園芸家は水かけ三年と、その難しさを教えま 

す。それならば、 いっそのこと水の中にどっぷりと浸か 

っている植物を相手にしようと、いまから思えばじつに 

あさはかな考えを持ったのでした。水草にとっては、当 

然のことながら水環境を無視することはできません。そ 

の後 、湖沼学や陸水学、 ときには海洋学などの知識の習 

得におわれ.水草の水環境の解析にt送まされることになった 

のです。水草の生態に関する研究を発表するおもな場は植物 

学会、生態学会 、陸水学会でしょう。 これらの学会で 

は陸上植物、プランクトン、微生物が主役となり、肩身

生 嶋  功

(千葉大学•理学部）

のせまい思いをしながら講演しているのは、きっと私だ 

けではないでしょう。このことは陸上植物、 プランクト 

ン、微生物に関する先進した生態学的知識や研究法を習 

得せよということかもしれません。水草の生態学は学際 

的一私の好きな用語でありませんが一な面を持った学問 

なのでしょうか0

国際生物計画 （I B P )は 1966から 1972まで実施され 

ました。生物生産速度の測定方法は質的に高くなり、生 

産生態学に関する世界中の情報も比較的容易に得られ、 

この計画は達成されました。しかし、その頃の学会の演 

題は画一化し、内容は単純なものにかたよりました。こ 

の計画がおわると研究課題は再び豊富になったことは実 

に喜ばしいことです。さまざまな水草の生活史や生育環 

境についての研究が目立つようになりました。水草の自 

然保護や水質浄化に水草を利用するなど、現在がかかえ 

る問題の解決にかかわる研究もでてきました。応用生態 

学として発展させたい領域です。その他、水草の生態研 

究についての詳細は、国井秀伸•生嶋功.わが国におけ 

る水草の生態学の歩みとその現状.255—261頁 ：現代 

生態学の断面.325頁 .共 立 出 版 （ 1983)を参考にして 

いただければ幸いです。

水草研究会全国集会は第10回を迎えました。まことに 

喜ばしく感慨無量です。集会での発表内容や会報に盛ら 

れている内容は極めて多岐にわたり健全であると評価す 

るのは私だけではないでしょう。当研究会の今後の発展 

に寄与したいものです。

付 記

水草関係の手元にある洋書のリストをつくりました。 

ところで、Beadle, L. C . (1974) The inland waters 

of tropical Africa. 365pp. Longman のように湖の生 

態系を一冊の本にまとめ、そのなかに水草の生態をあつ 

かった本が多く出版されていますが、これらは省略しま 

した。
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